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島
木
赤
彦
に
お
け
る
愛

―
先
妻
う
た
と
長
子
政
彦
―

．
－
1

島
木
赤
彦
の
妻
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
久
保
田
不
二
子
で
あ
る
。
不
二

子
の
本
名
は
ふ
じ
の
、
赤
彦
と
結
婚
後
、
赤
彦
に
導
か
れ
て
作
歌
を
始
め
、
は

じ
め
節
女
、
後
に
は
久
保
田
不
二
子
の
筆
名
で
歌
誌
r
ア
ラ
ラ
ギ
L
に
作
品
を

発
表
、
大
正
十
五
年
に
赤
彦
が
病
没
し
た
後
も
作
歌
を
継
続
し
て
生
前
に
盲

桃
L
（
昭
和
七
二
ハ
　
岩
波
宙
店
）
「
庭
雀
し
（
昭
和
二
七
二
　
明
日
香
社
）
「
手

織
衣
L
（
昭
和
三
六
二
二
　
新
星
聖
居
）
の
三
冊
歌
集
を
上
梓
し
た
。
ま
た
、
昭

和
四
十
年
十
二
月
十
七
日
に
数
え
年
八
十
歳
で
没
す
る
と
、
翌
四
十
一
年
十
二

月
に
遭
歌
集
r
松
の
家
L
（
白
玉
聖
屠
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
歌
集
は
あ

わ
せ
る
と
四
冊
に
な
る
。
歌
人
と
し
て
は
ま
ず
は
一
応
の
仕
事
を
の
こ
し
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
二
子
は
し
か
し
赤
彦
の
後
妻
で
あ
り
、
最
初

の
妻
と
な
っ
た
の
は
、
不
二
子
の
実
姉
の
う
た
で
あ
る
。
う
た
は
、
不
二
子
と

遭
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
赤
彦
の
生
涯
を
見
る
時
、
不
二
子

以
上
に
重
い
意
味
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
う
た

に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
稿
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
赤
彦
と
先
弄
う
た
及
び
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
長
子
政
彦
と
の
関
わ
り
を

中
心
と
し
て
考
察
し
た
い
。

赤
彦
と
う
た
と
の
縁
談
が
超
ま
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
三

年
三
月
に
沙
羅
聖
厨
か
ら
刊
行
さ
れ
た
赤
彦
の
四
男
久
保
田
夏
樹
の
r
赤
彦
病

宮
川
康
雄

床
記
』
に
収
め
ら
れ
た
「
父
の
入
婿
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。

父
入
婿
の
経
緯
を
託
す
と
、
久
保
田
家
の
近
隣
に
通
称
山
久
な
る
屋
号
で
呼

ば
れ
て
ゐ
る
家
が
あ
る
。
当
時
の
当
主
を
久
保
田
庄
三
郎
氏
と
言
ひ
、
現
在
の

当
主
作
治
氏
の
二
代
前
、
即
ち
祖
父
に
当
る
人
で
あ
る
。
．
そ
の
庄
三
郎
氏
が
生

糸
製
造
業
を
営
ん
で
ゐ
た
。
庄
三
郎
氏
の
重
し
う
氏
と
、
浅
茅
翁
の
後
重
み
を

と
は
姉
妹
関
係
で
両
家
は
、
甚
だ
培
い
縁
戚
で
あ
っ
た
。
さ
う
い
ふ
間
柄
か
ら
、

父
の
実
妹
田
鶴
止
、
庄
三
郎
氏
の
家
の
多
忙
の
折
は
、
時
々
手
伝
い
に
来
て
滞

在
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
が
多
か
っ
た
。
丁
度
父
が
師
範
学
校
在
学
時
代
の
頃
の

こ
と
で
あ
る
。

山
久
の
家
と
私
の
家
（
久
保
田
家
）
と
は
昔
か
ら
短
く
親
し
い
近
隣
同
志
で

あ
っ
た
。
私
の
扉
の
北
端
に
は
旧
く
か
ら
麿
井
戸
が
あ
り
、
清
例
で
冷
た
い
水

が
湧
い
た
。
当
時
の
高
木
村
の
状
態
を
言
へ
は
井
戸
の
あ
る
家
は
僅
々
数
へ
る

程
し
か
な
く
、
私
の
家
の
井
戸
な
ど
も
近
隣
十
数
軒
の
家
々
に
朝
夕
さ
さ
や
か

な
が
ら
其
の
恵
沢
を
施
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
山
久
の
家
も
そ
の
う
ち
の

一
軒
で
、
父
の
妹
の
田
鶴
も
滞
在
中
は
歴
々
水
汲
み
に
来
た
。
さ
う
い
ふ
こ
と

か
ら
丁
度
同
じ
齢
頃
で
あ
っ
た
う
た
と
懇
意
と
な
り
、
娘
同
志
の
雑
談
か
ら
師

範
在
学
中
の
父
の
こ
と
が
出
て
写
真
な
ど
を
見
せ
ら
れ
た
。
当
時
私
の
家
で
尭

子
を
迎
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
父
も
そ
の
対
象
に
な
っ
た

も
の
ら
し
い
。
久
保
田
家
も
塚
原
家
も
同
じ
諏
訪
高
島
諾
士
で
あ
り
、
そ
れ
に

庄
三
郎
氏
の
要
し
う
氏
の
久
保
田
家
と
う
た
に
対
す
る
特
別
有
力
な
る
推
薦
も

あ
っ
て
、
事
は
次
第
に
具
体
的
に
進
ん
で
行
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
媒
酌
は

高
島
話
の
儒
者
土
橋
松
軒
で
あ
っ
た
。
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